
(57)【要約】

【課題】　選択されている走行モードの種類にかかわら

ず、差動装置に連結される連結要素のフェイルを検知す

ることができるハイブリッドシステムのフェイル検知装

置を提供すること。

【解決手段】　少なくともエンジンとモータを含む動力

源と出力部材とをそれぞれ異なる回転要素へ連結した２

自由度の差動装置を備え、各回転要素の回転数関係が共

線図上のレバーにより規定されるハイブリッドシステム

において、前記共線図上のレバーを安定させるトルクバ

ランスが成り立たない場合、前記差動装置への連結要素

がフェイルであると検知するフェイル検知手段を設けた

。

【選択図】　　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も エ ン ジ ン と モ ー タ を 含 む 動 力 源 と 出 力 部 材 と を そ れ ぞ れ 異 な る 回 転 要 素 へ 連
結 し た ２ 自 由 度 の 差 動 装 置 を 備 え 、 各 回 転 要 素 の 回 転 数 関 係 が 共 線 図 上 の レ バ ー に よ り 規
定 さ れ る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 共 線 図 上 の レ バ ー を 安 定 さ せ る ト ル ク バ ラ ン ス が 成 り 立 た な い 場 合 、 前 記 差 動 装 置
へ の 連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る フ ェ イ ル 検 知 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る ハ
イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 共 線 図 上 の レ バ ー を 過 渡 的 に 動 か す 要 求 駆 動 力 の 変 更 が あ っ
た に も か か わ ら ず 、 要 求 駆 動 力 の 変 更 前 後 に て 算 出 さ れ る 動 力 源 へ の 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値
が 同 じ 値 を 保 持 し て い る 場 合 、 前 記 差 動 装 置 へ の 連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る こ
と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 動 力 源 へ の 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値 が 要 求 駆 動 力 の 変 更 前 後 に て
同 じ 値 を 保 持 し て い る 場 合 で 、 か つ 、 出 力 部 材 が 連 結 さ れ る 回 転 要 素 を 中 心 と し て 共 線 図
上 の レ バ ー を 回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト が 要 求 駆 動 力 の 変 更 後 に 閾 値 以 上 で あ る 場 合 、
前 記 差 動 装 置 へ の 連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ
ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に
お い て 、
　 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 前 記 差 動 装 置 へ の 連 結 要 素 の 何 れ か が フ ェ イ ル で あ る と 検 知
し た 場 合 、 出 力 部 材 が 連 結 さ れ る 回 転 要 素 を 中 心 と し て 共 線 図 上 の レ バ ー を 回 そ う と し て
い る モ ー メ ン ト の 方 向 を 判 断 し 、 レ バ ー を 回 そ う と し て い る 方 向 の 回 転 要 素 に 連 結 さ れ た
連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル
検 知 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 フ ェ イ ル 発 生 部 位 を 特 定 し た 場 合 、 要 求 駆 動 力 の 変 更 後 に お
け る 総 ト ル ク 指 令 値 と 要 求 駆 動 力 を 満 た す た め の 定 常 分 ト ル ク 指 令 値 を 比 較 す る こ と に よ
り 、 定 量 的 に フ リ ク シ ョ ン 発 生 量 を 把 握 す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ
ェ イ ル 検 知 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ５ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に
お い て 、
　 前 記 差 動 装 置 は 、 共 線 図 上 に ４ つ 以 上 の 回 転 要 素 が 配 列 さ れ 、 各 回 転 要 素 の う ち の 内 側
に 配 列 さ れ る ２ つ の 回 転 要 素 の 一 方 に エ ン ジ ン か ら の 入 力 を 、 他 方 に 駆 動 系 統 へ の 出 力 部
材 を そ れ ぞ れ 割 り 当 て る と 共 に 、 前 記 内 側 の 回 転 要 素 の 両 外 側 に 配 列 さ れ る ２ つ の 回 転 要
素 に そ れ ぞ れ 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と を 連 結 し た ラ ビ ニ ョ ウ
型 遊 星 歯 車 列 で あ り 、
　 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 と 各 要 素 回 転 数 の み に 基 づ き 、 両 モ ー タ
ジ ェ ネ レ ー タ の う ち 少 な く と も 一 方 を 動 力 源 と す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド 中 に 差 動 装 置 へ
の 連 結 要 素 の フ ェ イ ル を 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に お い て 、
　 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ の う ち 少
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な く と も 一 方 を 動 力 源 と す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド 中 に フ ェ イ ル が 検 知 さ れ た 場 合 、 出 力
部 材 に 連 結 さ れ る 回 転 要 素 を 中 心 と し て 共 線 図 上 の レ バ ー を 回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト
方 向 に 存 在 し 、 か つ 、 モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 成 立 し な い 場 合 、 共 線 図 上 の レ バ ー を
回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト 方 向 の 回 転 要 素 に 連 結 さ れ る 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ま た は
第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス
テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ６ ま た は 請 求 項 ７ に 記 載 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に お い
て 、
　 前 記 差 動 装 置 は 、 共 線 図 上 で 出 力 部 材 を 挟 ん で エ ン ジ ン と は 反 対 位 置 で あ っ て 、 第 ２ モ
ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と は 異 な る 位 置 の 回 転 要 素 に ロ ー ブ レ ー キ を 連 結 し 、 エ ン ジ ン が 連 結 さ
れ る 回 転 要 素 に エ ン ジ ン ク ラ ッ チ を 連 結 し 、
　 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ の う ち 少
な く と も 一 方 を 動 力 源 と す る 電 気 自 動 車 走 行 モ ー ド 中 に フ ェ イ ル が 検 知 さ れ た 場 合 、 出 力
部 材 が 連 結 さ れ る 回 転 要 素 を 中 心 と し て 共 線 図 上 の レ バ ー を 回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト
の 方 向 に 存 在 し 、 か つ 、 モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 成 立 す る 場 合 、 共 線 図 上 の レ バ ー を
回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト 方 向 の 回 転 要 素 に 連 結 さ れ る エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ま た は ロ ー ブ
レ ー キ が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る こ と を 特 徴 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検
知 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ン ジ ン と モ ー タ を 動 力 源 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 エ ン ジ ン と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ を 動 力 源 と す る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム は 、 モ ー タ
ジ ェ ネ レ ー タ 回 生 制 御 装 置 に よ り モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ に 回 生 指 令 ト ル ク が 発 せ ら れ 、 モ ー
タ ジ ェ ネ レ ー タ が ジ ェ ネ レ ー タ と し て 作 動 し て い る と き 、 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 生 指 令 ト
ル ク と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 速 度 と か ら モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 再 生 電 力 を 計 算 し 、 こ れ と
モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ に て 実 際 に 発 生 さ れ る 回 生 電 力 の 実 測 値 と を 比 較 し 、 そ の 差 が 所 定 の
閾 値 を 超 え る と き に ジ ェ ネ レ ー タ 故 障 で あ る と 判 断 し て 運 転 者 に 対 し 警 告 を 発 す る よ う に
し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ ９ ５ １ ０ ２ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 複 数 の 動 力 源 （ エ ン ジ ン お よ び モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ２ 基 ） を 持 つ ハ イ ブ
リ ッ ド シ ス テ ム に お い て 、 差 動 装 置 に 連 結 さ れ る 連 結 要 素 の フ ェ イ ル を 検 知 す る 場 合 、 そ
れ ぞ れ の 動 力 源 が 互 い に 干 渉 し 合 う た め 、 フ ェ イ ル の 判 定 が 難 し く 、 ま た 、 フ ェ イ ル で あ
る 連 結 要 素 が ど れ か を 断 定 す る こ と は 困 難 で あ る 、 と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 選 択 さ れ て い る 走 行 モ ー ド の 種 類 に か
か わ ら ず 、 差 動 装 置 に 連 結 さ れ る 連 結 要 素 の フ ェ イ ル を 検 知 す る こ と が で き る ハ イ ブ リ ッ
ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に お け る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 で
は 、 少 な く と も エ ン ジ ン と モ ー タ を 含 む 動 力 源 と 出 力 部 材 と を そ れ ぞ れ 異 な る 回 転 要 素 へ
連 結 し た ２ 自 由 度 の 差 動 装 置 を 備 え 、 各 回 転 要 素 の 回 転 数 関 係 が 共 線 図 上 の レ バ ー に よ り
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規 定 さ れ る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム に お い て 、
前 記 共 線 図 上 の レ バ ー を 安 定 さ せ る ト ル ク バ ラ ン ス が 成 り 立 た な い 場 合 、 前 記 差 動 装 置 へ
の 連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る フ ェ イ ル 検 知 手 段 を 設 け た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 の ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に あ っ て は 、 フ ェ イ ル 検 知
手 段 に お い て 、 共 線 図 上 の レ バ ー を 安 定 さ せ る ト ル ク バ ラ ン ス が 成 り 立 た な い 場 合 、 差 動
装 置 へ の 連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 さ れ る 。 す な わ ち 、 動 力 源 が 正 常 で あ れ ば 、 共
線 図 上 の レ バ ー を 安 定 さ せ る よ う に 、 出 力 ト ル ク 目 標 値 の 指 定 に 応 じ て 上 下 方 向 お よ び 回
転 方 向 の ト ル ク バ ラ ン ス を 保 つ よ う に 動 力 源 へ の ト ル ク 指 令 値 が 算 出 さ れ る 。 し た が っ て
、 共 線 図 上 の レ バ ー を 安 定 さ せ る ト ル ク バ ラ ン ス が 成 り 立 た な い と い う こ と は 、 レ バ ー の
回 転 要 素 に 連 結 さ れ て い る 連 結 要 素 の 何 れ か に フ ェ イ ル に よ る フ リ ク シ ョ ン が 発 生 し て い
る と い う こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 特 定 の 走 行 モ ー ド で の み 成 立 す る 式 を 用 い る も の で
は な く 、 あ ら ゆ る 走 行 モ ー ド で 用 い ら れ る ト ル ク バ ラ ン ス に よ り フ ェ イ ル 判 定 を 行 う た め
、 選 択 さ れ て い る 走 行 モ ー ド の 種 類 に か か わ ら ず 、 差 動 装 置 に 連 結 さ れ る 連 結 要 素 の フ ェ
イ ル を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 を 実 現 す る 最 良 の 形 態 を 、 図
面 に 示 す 実 施 例 １ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま ず 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 駆 動 系 構 成 を 説 明 す る 。
図 １ は 実 施 例 １ の フ ェ イ ル 検 知 装 置 が 適 用 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 駆 動 系 を 示 す 全 体 シ ス
テ ム 図 で あ る 。 実 施 例 １ に お け る ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 駆 動 系 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ
ン Ｅ と 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2と 、 出 力 ギ ヤ OG（ 出
力 部 材 ） と 、 駆 動 力 合 成 変 速 機 TMと 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 エ ン ジ ン Ｅ は 、 ガ ソ リ ン エ ン ジ ン や デ ィ ー ゼ ル エ ン ジ ン で あ り 、 後 述 す る エ ン ジ ン
コ ン ト ロ ー ラ １ か ら の 制 御 指 令 に 基 づ い て 、 ス ロ ッ ト ル バ ル ブ の バ ル ブ 開 度 等 が 制 御 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2は 、 ロ ー タ に 永 久 磁 石 を
埋 設 し ス テ ー タ に ス テ ー タ コ イ ル が 巻 き 付 け ら れ た 同 期 型 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ で あ り 、 後
述 す る モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら の 制 御 指 令 に 基 づ い て 、 イ ン バ ー タ ３ に よ り 作 り 出 さ れ
た 三 相 交 流 を 印 加 す る こ と に よ り そ れ ぞ れ 独 立 に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 駆 動 力 合 成 変 速 機 TMは 、 ラ ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 列 PGR（ 差 動 装 置 ） と 、 ロ ー ブ レ ー
キ LBと 、 を 有 し 、 前 記 ラ ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 列 PGRは 、 第 １ サ ン ギ ヤ S1と 、 第 １ ピ ニ オ ン P
1と 、 第 １ リ ン グ ギ ヤ R1と 、 第 ２ サ ン ギ ヤ S2と 、 第 ２ ピ ニ オ ン P2と 、 第 ２ リ ン グ ギ ヤ R2と
、 互 い に 噛 み 合 う 第 １ ピ ニ オ ン P1と 第 ２ ピ ニ オ ン P2と を 支 持 す る 共 通 キ ャ リ ア PCと 、 に よ
っ て 構 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 ラ ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 PGRは 、 第 １ サ ン ギ ヤ S1と 、 第 １ リ
ン グ ギ ヤ R1と 、 第 ２ サ ン ギ ヤ S2と 、 第 ２ リ ン グ ギ ヤ R2と 、 共 通 キ ャ リ ア PCと 、 の ５ つ の 回
転 要 素 を 有 す る 。 こ の ５ つ の 回 転 要 素 に 対 す る 入 出 力 部 材 の 連 結 関 係 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 第 １ サ ン ギ ヤ S1に は 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1（ 連 結 要 素 ） が 連 結 さ れ て い る
。 前 記 第 １ リ ン グ ギ ヤ R1は 、 ロ ー ブ レ ー キ LB（ 連 結 要 素 ） を 介 し て ケ ー ス に 固 定 可 能 に 設
け ら れ て い る 。 前 記 第 ２ サ ン ギ ヤ S2に は 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2（ 連 結 要 素 ） が 連
結 さ れ て い る 。 前 記 第 ２ リ ン グ ギ ヤ R2に は 、 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ EC（ 連 結 要 素 ） を 介 し て エ
ン ジ ン Ｅ が 連 結 さ れ て い る 。 前 記 共 通 キ ャ リ ア PCに は 、 出 力 ギ ヤ OGが 直 結 さ れ て い る 。 な
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お 、 出 力 ギ ヤ OGか ら は 、 図 外 の デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル や ド ラ イ ブ シ ャ フ ト を 介 し て 左 右 の 駆
動 輪 に 駆 動 力 が 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 連 結 関 係 に よ り 、 図 ２ に 示 す 共 線 図 上 に お い て 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1（ 第
１ サ ン ギ ヤ S1） 、 エ ン ジ ン Ｅ （ 第 ２ リ ン グ ギ ヤ R2） 、 出 力 ギ ア OG（ 共 通 キ ャ リ ア PC） 、 ロ
ー ブ レ ー キ LB（ 第 １ リ ン グ ギ ヤ R1） 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2（ 第 ２ サ ン ギ ヤ S2） の
順 に 配 列 さ れ 、 ラ ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 列 PGRの 動 的 な 動 作 を 簡 易 的 に 表 せ る 剛 体 レ バ ー モ
デ ル を 導 入 す る こ と が で き る 。
こ こ で 、 「 共 線 図 」 と は 、 差 動 歯 車 の ギ ヤ 比 を 考 え る 場 合 、 式 に よ り 求 め る 方 法 に 代 え 、
よ り 簡 単 で 分 か り や す い 作 図 に よ り 求 め る 方 法 で 用 い ら れ る 速 度 線 図 で あ り 、 縦 軸 に 各 回
転 要 素 の 回 転 数 （ 回 転 速 度 ） を と り 、 横 軸 に 各 回 転 要 素 を と り 、 各 回 転 要 素 の 間 隔 を サ ン
ギ ヤ と リ ン グ ギ ヤ の 歯 数 比 に 基 づ く 共 線 図 レ バ ー 比 に な る よ う に 配 置 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECと ロ ー ブ レ ー キ LBは 、 後 述 す る 油 圧 制 御 装 置 ５ か ら の 油 圧 に よ
り 締 結 さ れ る 多 板 摩 擦 ク ラ ッ チ と 多 板 摩 擦 ブ レ ー キ で あ り 、 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECは 、 図 ２
の 共 線 図 上 に お い て 、 エ ン ジ ン Ｅ と 共 に 第 ２ リ ン グ ギ ヤ R2の 回 転 速 度 軸 と 一 致 す る 位 置 に
配 置 さ れ 、 ロ ー ブ レ ー キ LBは 、 図 ２ の 共 線 図 上 に お い て 、 第 １ リ ン グ ギ ヤ R1の 回 転 速 度 軸
（ 出 力 ギ ヤ OGの 回 転 速 度 軸 と 第 ２ サ ン ギ ヤ S2の 回 転 速 度 軸 と の 間 の 位 置 ） に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 制 御 系 を 説 明 す る 。
実 施 例 １ に お け る ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 制 御 系 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ
１ と 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ と 、 イ ン バ ー タ ３ と 、 バ ッ テ リ ４ と 、 油 圧 制 御 装 置 ５ と 、 統
合 コ ン ト ロ ー ラ ６ と 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ ７ と 、 車 速 セ ン サ ８ と 、 エ ン ジ ン 回 転 数 セ ン サ
９ と 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ １ ０ と 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン
サ １ １ と 、 第 ２ リ ン グ ギ ヤ 回 転 数 セ ン サ １ ２ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ ７ か ら の ア ク セ ル 開 度 APと エ ン ジ
ン 回 転 数 セ ン サ ９ か ら の エ ン ジ ン 回 転 数 Neを 入 力 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら の 目 標 エ ン
ジ ン ト ル ク 指 令 等 に 応 じ 、 エ ン ジ ン 動 作 点 （ Ne,Te） を 制 御 す る 指 令 を 、 例 え ば 、 図 外 の
ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ア ク チ ュ エ ー タ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ は 、 レ ゾ ル バ に よ る 両 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ １ ０
， １ １ か ら の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 N1,N2を 入 力 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら の 目 標
モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク 指 令 等 に 応 じ 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1の モ ー タ 動 作 点 （ N
1,T1） と 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の モ ー タ 動 作 点 （ N2,T2） と 、 を そ れ ぞ れ 独 立 に 制
御 す る 指 令 を イ ン バ ー タ ３ へ 出 力 す る 。 な お 、 こ の モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら は 、 バ ッ テ
リ ４ の 充 電 状 態 を あ ら わ す バ ッ テ リ S.O.Cの 情 報 が 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ に 対 し て 出 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 イ ン バ ー タ ３ は 、 前 記 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2と
の 各 ス テ ー タ コ イ ル に 接 続 さ れ 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら の 指 令 に よ り 独 立 し た 三 相 交
流 を 作 り 出 す 。 こ の イ ン バ ー タ ３ に は 、 力 行 時 に 放 電 し 回 生 時 に 充 電 す る バ ッ テ リ ４ が 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 油 圧 制 御 装 置 ５ は 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら の 油 圧 指 令 を 受 け 、 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ
ECと 、 ロ ー ブ レ ー キ LBと 、 の 締 結 油 圧 制 御 及 び 解 放 油 圧 制 御 を 行 う 。 こ の 締 結 油 圧 制 御 及
び 解 放 油 圧 制 御 に は 、 滑 り 締 結 制 御 や 滑 り 解 放 制 御 に よ る 半 ク ラ ッ チ 制 御 も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ ７ か ら の ア ク セ ル 開 度 APと 、 車 速 セ ン
サ ８ か ら の 車 速 VSPと 、 エ ン ジ ン 回 転 数 セ ン サ ９ か ら の エ ン ジ ン 回 転 数 Neと 、 第 １ モ ー タ
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ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ １ ０ か ら の 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 N1と 、 第 ２ モ ー タ ジ
ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ １ １ か ら の 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 N2と 、 第 ２ リ ン グ ギ ヤ
回 転 数 セ ン サ １ ２ か ら の エ ン ジ ン 入 力 回 転 速 度 ω in等 の 情 報 を 入 力 し 、 所 定 の 演 算 処 理 を
行 う 。 そ し て 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ 、 油 圧 制 御 装 置 ５ に 対 し
演 算 処 理 結 果 に し た が っ て 制 御 指 令 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ と エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ 、 お よ び 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ と
モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ と は 、 情 報 交 換 の た め に そ れ ぞ れ 双 方 向 通 信 線 １ ４ 、 １ ５ に よ り 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 の 走 行 モ ー ド に つ い て 説 明 す る 。
実 施 例 １ の ハ イ ブ リ ッ ド 車 に お け る 走 行 モ ー ド と し て は 、 電 気 自 動 車 無 段 変 速 モ ー ド （ 以
下 、 「 EVモ ー ド 」 と い う 。 ） と 、 電 気 自 動 車 固 定 変 速 モ ー ド （ 以 下 、 「 EV-LBモ ー ド 」 と
い う 。 ） と 、 ハ イ ブ リ ッ ド 車 固 定 変 速 モ ー ド （ 以 下 、 「 LBモ ー ド 」 と い う 。 ） と 、 ハ イ ブ
リ ッ ド 車 無 段 変 速 モ ー ド （ 以 下 、 「 E-iVTモ ー ド 」 と い う 。 ） と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 「 EVモ ー ド 」 は 、 図 ２ (a)の 共 線 図 に 示 す よ う に 、 二 つ の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1.M
G2の み で 走 行 す る 無 段 変 速 モ ー ド で あ り 、 エ ン ジ ン Ｅ は 停 止 で エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECは 解 放
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 「 EV-LBモ ー ド 」 は 、 図 ２ (b)の 共 線 図 に 示 す よ う に 、 ロ ー ブ レ ー キ LBを 締 結 し た 状
態 で 、 二 つ の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2の み で 走 行 す る 固 定 変 速 モ ー ド で あ り 、 エ ン ジ
ン Ｅ は 停 止 で エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECは 解 放 で あ る 。 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1か ら 出 力 Out
putへ の 減 速 比 、 及 び 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2か ら 出 力 Outputへ の 減 速 比 が 大 き い の
で 駆 動 力 が 大 き く 出 る モ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 「 LBモ ー ド 」 は 、 図 ２ (c)の 共 線 図 に 示 す よ う に 、 ロ ー ブ レ ー キ LBを 締 結 し た 状 態
で 、 エ ン ジ ン Ｅ と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2で 走 行 す る 固 定 変 速 モ ー ド で あ り 、 エ ン ジ
ン Ｅ は 運 転 で エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECは 締 結 で あ る 。 エ ン ジ ン Ｅ と モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG
2か ら 出 力 Outputへ の 減 速 比 が 大 き い の で 駆 動 力 が 大 き く 出 る モ ー ド で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 「 E-iVTモ ー ド 」 は 、 図 ２ (d)の 共 線 図 に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン Ｅ と モ ー タ ジ ェ ネ レ
ー タ MG1,MG2で 走 行 す る 無 段 変 速 モ ー ド で あ り 、 エ ン ジ ン Ｅ は 運 転 で エ ン ジ ン ク ラ ッ チ EC
は 締 結 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 前 記 ４ つ の 走 行 モ ー ド の モ ー ド 遷 移 制 御 は 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ に よ り 行 わ れ
る 。 す な わ ち 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ に は 、 要 求 駆 動 力 Fdrv（ ア ク セ ル 開 度 APに よ り 求 め ら
れ る 。 ） と 車 速 VSPと バ ッ テ リ S.O.Cに よ る 三 次 元 空 間 に 、 図 ３ に 示 す よ う な 前 記 ４ つ の 走
行 モ ー ド を 割 り 振 っ た 走 行 モ ー ド マ ッ プ が 予 め 設 定 さ れ て い て 、 車 両 の 停 止 時 や 走 行 時 に
は 、 要 求 駆 動 力 Fdrvと 車 速 VSPと バ ッ テ リ S.O.Cの 各 検 知 値 に よ り 走 行 モ ー ド マ ッ プ が 検 索
さ れ 、 要 求 駆 動 力 Fdrvと 車 速 VSPに よ り 決 ま る 車 両 動 作 点 や バ ッ テ リ 充 電 量 に 応 じ て 最 適
な 走 行 モ ー ド が 選 択 さ れ る 。 な お 、 図 ３ は 三 次 元 走 行 モ ー ド マ ッ プ を バ ッ テ リ S.O.Cが 充
分 な 容 量 域 の あ る 値 で 切 り 取 る こ と に よ り 、 要 求 駆 動 力 Fdrvと 車 速 VSPと の 二 次 元 に よ り
あ ら わ し た 走 行 モ ー ド マ ッ プ の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 前 記 走 行 モ ー ド マ ッ プ の 選 択 に よ り 、 「 EVモ ー ド 」 と 「 EV-LBモ ー ド 」 と の 間 に お い て
モ ー ド 遷 移 を 行 う 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ロ ー ブ レ ー キ LBの 締 結 ・ 解 放 が 行 わ れ る 。 「
E-iVTモ ー ド 」 と 「 LBモ ー ド 」 と の 間 に お い て モ ー ド 遷 移 を 行 う 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に
、 ロ ー ブ レ ー キ LBの 締 結 ・ 解 放 が 行 わ れ る 。 ま た 、 「 EVモ ー ド 」 と 「 E-iVTモ ー ド 」 と の
間 に お い て モ ー ド 遷 移 を 行 う 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン Ｅ の 始 動 ・ 停 止 と 共 に エ
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ン ジ ン ク ラ ッ チ ECの 締 結 ・ 解 放 が 行 わ れ る 。 「 EV-LBモ ー ド 」 と 「 LBモ ー ド 」 と の 間 に お
い て モ ー ド 遷 移 を 行 う 場 合 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン Ｅ の 始 動 ・ 停 止 と 共 に エ ン ジ ン
ク ラ ッ チ ECの 締 結 ・ 解 放 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ［ フ ェ イ ル 検 知 処 理 ］
図 ５ は 実 施 例 １ の 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ に お い て 実 行 さ れ る 「 EVモ ー ド 」 で の 走 行 時 に お け
る フ ェ イ ル 検 知 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 以 下 、 各 ス テ ッ プ に つ い て 説 明
す る （ フ ェ イ ル 検 知 手 段 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1へ の 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値 Δ T1と 第 ２ モ
ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2へ の 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値 Δ T2を 算 出 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ へ 移 行 す る 。
こ こ で 、 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値 Δ T1,Δ T2は 、
Δ T1＝ （ α ＋ １ ） ・ Ｊ 1・ Δ Ti_ref
Δ T2＝ － β ・ Ｊ 2・ Δ Ti_ref
の 式 に て 算 出 さ れ る 。 但 し 、 Ｊ 1,Ｊ 2は MG1,MG2そ れ ぞ れ の イ ナ ー シ ャ 、 Δ Ti_refは 変 速 比
に 応 じ た レ バ ー 修 正 ト ル ク で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 例 え ば 、 ア ク セ ル 操 作 に よ り 要 求 駆 動 力 Fdrvの 変 化 が 起 き て も 、 過
渡 分 ト ル ク 指 令 値 Δ T1,Δ T2の 値 は 同 じ 値 を 保 持 し て い る か 否 か が 判 断 さ れ 、 YESの 場 合 は
ス テ ッ プ Ｓ ３ へ 移 行 し 、 NOの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ へ 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ で の 要 求 駆 動 力 Fdrvの 変 化 が 起 き て も 過 渡 分 ト ル ク 指
令 値 Δ T1,Δ T2の 値 は 同 じ 値 を 保 持 し て い る 、 つ ま り 、 共 線 図 上 の レ バ ー を 安 定 さ せ る ト
ル ク バ ラ ン ス が 成 り 立 た な い と の 判 断 に 基 づ き 、 共 線 図 上 の レ バ ー を 、 出 力 を 中 心 と し て
回 そ う と し て い る レ バ ー モ ー メ ン ト Δ Ｍ を 算 出 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ へ 移 行 す る 。
こ こ で 、 「 レ バ ー モ ー メ ン ト Δ Ｍ 」 は 、
Δ Ｍ ＝ （ １ ＋ α ） Δ T1－ β ・ Δ T2（ 図 ６ 参 照 ）
の 式 に て 算 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ で の レ バ ー モ ー メ ン ト Δ Ｍ の 算 出 に 引 き 続 き 、 レ バ ー
モ ー メ ン ト 絶 対 値 ｜ Δ Ｍ ｜ が 、 予 め 設 定 さ れ た 閾 値 Kiよ り 大 き い か 否 か が 判 断 さ れ 、 YES
の 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 移 行 し 、 NOの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ へ 戻 る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ～ ス テ ッ プ Ｓ ４ で の フ ェ イ ル 判 定 に 基 づ き 、 レ バ ー モ
ー メ ン ト Δ Ｍ が Δ Ｍ >０ （ レ バ ー 左 回 り ） で あ る か 否 か を 判 断 し 、 YESの 場 合 は 第 １ モ ー タ
ジ ェ ネ レ ー タ MG1と エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECの い ず れ か が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 （ ＝ フ ェ イ ル
部 位 ） と し て ス テ ッ プ Ｓ ６ へ 移 行 し 、 NOの 場 合 は 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2と ロ ー ブ レ
ー キ LBの い ず れ か が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 （ ＝ フ ェ イ ル 部 位 ） と し て ス テ ッ プ Ｓ ９ へ 移 行
す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ で の 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と エ ン ジ ン ク ラ ッ チ E
Cの い ず れ か が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 で あ る と の 判 断 に 基 づ き 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ M
G1の モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 成 立 す る か 否 か を 判 断 し 、 YESの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ ７ へ
移 行 し 、 NOの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ ８ へ 移 行 す る 。
こ こ で 、 モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 と は 、 （ 実 際 の モ ー タ 回 転 数 ） × （ 実 際 の 電 流 値 ） か
ら 算 出 さ れ る ト ル ク で 表 さ れ る 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1の モ ー タ パ ワ ー と 、 （ 実 際 の
モ ー タ 電 圧 ） × （ 実 際 の 電 流 値 ） で 表 さ れ る 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1の モ ー タ パ ワ ー
と 、 が 等 し い と す る 式 で あ り 、 等 し く な い 場 合 は 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1が フ ェ イ ル
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と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お け る MG1の モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 成 立 で あ
る と の 判 断 に 基 づ き 、 フ ェ イ ル 部 位 を エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECに 特 定 し 、 エ ン ド へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ に お け る MG1の モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 不 成 立 で
あ る と の 判 断 に 基 づ き 、 フ ェ イ ル 部 位 を 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1に 特 定 し 、 エ ン ド へ
移 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ で の 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2と ロ ー ブ レ ー キ LBCの
い ず れ か が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 で あ る と の 判 断 に 基 づ き 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2
の モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 成 立 す る か 否 か を 判 断 し 、 YESの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ
移 行 し 、 NOの 場 合 は ス テ ッ プ Ｓ １ １ へ 移 行 す る 。
こ こ で 、 モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 と は 、 （ 実 際 の モ ー タ 回 転 数 ） × （ 実 際 の 電 流 値 ） か
ら 算 出 さ れ る ト ル ク で 表 さ れ る 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の モ ー タ パ ワ ー と 、 （ 実 際 の
モ ー タ 電 圧 ） × （ 実 際 の 電 流 値 ） で 表 さ れ る 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の モ ー タ パ ワ ー
と 、 が 等 し い と す る 式 で あ り 、 等 し く な い 場 合 は 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2が フ ェ イ ル
と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お け る MG2の モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 成 立 で
あ る と の 判 断 に 基 づ き 、 フ ェ イ ル 部 位 を ロ ー ブ レ ー キ LBに 特 定 し 、 エ ン ド へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ に お け る MG2の モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 不 成 立
で あ る と の 判 断 に 基 づ き 、 フ ェ イ ル 部 位 を 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2に 特 定 し 、 エ ン ド
へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ［ 本 発 明 の フ ェ イ ル 検 知 の 考 え 方 ］
ま ず 、 図 ６ に 示 す 共 線 図 に お い て 、
エ ン ジ ン Eng.～ 出 力 outま で の ギ ヤ 比 を １ 、
エ ン ジ ン Eng.～ 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1ま で の ギ ヤ 比 を α 、
出 力 out～ 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2ま で の ギ ヤ 比 を β 、
と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 電 気 自 動 車 無 段 変 速 モ ー ド （ 「 EVモ ー ド 」 ） で の 走 行 時 、 各 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ
の 必 要 ト ル ク の 計 算 に つ い て 説 明 す る 。
タ イ ヤ 出 力 の 出 力 ト ル ク 目 標 値 Toを 指 定 す る と 、 こ れ ら を 達 成 す る よ う に 目 標 モ ー タ ト ル
ク が 設 定 （ モ ー タ ト ル ク 指 令 値 が 算 出 ） さ れ る 。
こ の と き 、 共 線 図 上 の レ バ ー の バ ラ ン ス は 、 各 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2の 定 常 分 モ ー
タ ト ル ク 指 令 値 を T1_ref,T2_refと す る と 、
ト ル ク 上 下 方 向 の バ ラ ン ス 式 は 、
To_ref＝ T1_ref＋ T2_ref　 　 　 　 　 　 　 … (1)
で 表 さ れ 、 エ ン ジ ン 回 り の レ バ ー 回 転 方 向 の ト ル ク バ ラ ン ス 式 は 、
α T1_ref＋ To_ref＝ (1+β )T2_ref　 　 　 　 　 … (2)
で 表 さ れ る 。 こ れ ら を 解 く と 、
T1_ref＝ ｛ β ／ (α ＋ β ＋ １ )｝ ・ To_ref　 　 　 　 … (3)
T2_ref＝ ｛ (α ＋ １ )／ (α ＋ β ＋ １ )｝ ・ To_ref　 　 　 　 … (4)
と な る 。
上 式 に よ り 、 一 定 の 要 求 駆 動 力 Fdrvに 対 応 し た 各 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2の 定 常 分 モ
ー タ ト ル ク 指 令 値 T1_ref,T2_refが 算 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
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　 併 せ て 、 要 求 駆 動 力 Fdrvの 変 更 に 対 応 し 共 線 図 上 の レ バ ー を 動 か す た め の 各 モ ー タ ジ ェ
ネ レ ー タ MG1,MG2の 過 渡 分 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 Δ T1_ref,Δ T2_refが 設 定 さ れ る 。
入 力 軸 回 転 数 指 令 値 ω i_refと 実 入 力 軸 回 転 数 ω i_actか ら レ バ ー 修 正 ト ル ク Δ Ti_refを 設
定 し 、 こ の レ バ ー 修 正 ト ル ク Δ Ti_refを 変 速 比 に て 換 算 す る こ と で 、 過 渡 分 モ ー タ ト ル ク
指 令 値 Δ T1_ref,Δ T2_refを 求 め る と （ こ こ で は ω i_ref=ω o、 す な わ ち 変 速 比 １ と し て 説
明 す る ） 、
Δ T1_ref＝ （ α ＋ １ ） ・ J1・ Δ Ti_ref　 　 　 　 　 　 　 … (5)
Δ T2_ref＝ － β ・ J2・ Δ Ti_ref　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … (6)
J1,J2： MG1,MG2そ れ ぞ れ の イ ナ ー シ ャ
と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 し た が っ て 、 定 常 分 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 T1_ref,T2_refと 過 渡 分 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 Δ T
1_ref,Δ T2_refと を そ れ ぞ れ 足 し 合 わ せ る と 、
T1f＝ T1_ref＋ Δ T1_ref　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … (7)
T2f＝ T2_ref＋ Δ T2_ref　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … (8)
と な り 、 各 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2に 対 し 指 令 さ れ る モ ー タ ト ル ク 指 令 値 T1f,T2fと な
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 T1f,T2fと 要 求 駆 動 力 Fdrvを 満 た す た め の 定 常 分 モ ー タ ト
ル ク 指 令 値 T1_ref,T2_refを 比 較 す る こ と に よ り 、 フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 と 発 生 量 を 把 握
す る こ と が で き る 。
す な わ ち 、 正 常 な 状 態 で あ れ ば 定 常 的 に ト ル ク 指 令 値 は 、
T1f＝ T1_ref　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … (9)
T2f＝ T2_ref　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 … (10)
と な る 。
し か し 、 レ バ ー の 各 回 転 要 素 に フ リ ク シ ョ ン が 発 生 し て い た 場 合 は 、
上 式 (9),(10)の 関 係 が 成 立 し な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う に 、 レ バ ー の 各 回 転 要 素 に フ リ ク シ ョ ン が 発 生 す る と 、 共 線 図 上
の レ バ ー を 安 定 さ せ る ト ル ク バ ラ ン ス が 成 り 立 た な い と い う 考 え 方 を 採 用 し 、 差 動 装 置 で
あ る ラ ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 列 PGRの ５ つ の 回 転 要 素 の う ち 、 ４ つ の 回 転 要 素 に 連 結 さ れ る
第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1、 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ EC、 ロ ー ブ レ ー キ LB、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ
レ ー タ MG2の フ ェ イ ル 検 知 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ［ フ ェ イ ル 検 知 作 用 ］
実 施 例 １ の フ ェ イ ル 検 知 装 置 で は 、 例 え ば 、 走 行 中 に 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1に 故 障
が 発 生 し た こ と に よ り 、 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 T1fに 応 じ た モ ー タ ト ル ク の 発 生 が 無 い 、 つ
ま り 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 と な っ た 場 合 、 図 ５ の フ ロ ー
チ ャ ー ト に お い て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ → ス テ ッ プ Ｓ ２ → ス テ ッ プ Ｓ ３ → ス テ ッ プ Ｓ ４ → ス テ ッ
プ Ｓ ５ → ス テ ッ プ Ｓ ６ → ス テ ッ プ Ｓ ８ へ と 進 む 流 れ と な り 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ に お い て 、 第 １
モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 す な わ ち 、 実 施 例 １ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ → ス テ ッ プ Ｓ ２ へ と 進 み 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ に お い
て 、 ア ク セ ル 操 作 に よ り 要 求 駆 動 力 Fdrvの 変 化 が 起 き て も 、 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値 Δ T1,Δ T
2の 値 が 同 じ 値 を 保 持 し て い る 場 合 、 フ リ ク シ ョ ン 部 位 が 発 生 し た と 判 断 さ れ る 。 つ ま り
、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 と な っ て い る 場 合 、 ２ 自 由 度 の ラ
ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 列 PGRの 場 合 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2へ の モ ー タ ト ル ク 指 令 値 T2
fが 変 化 し て も 、 共 線 図 上 の レ バ ー は 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 N1と 出 力 回 転 数 No（
＝ 車 速 ） に よ り 同 じ 位 置 に 拘 束 さ れ た ま ま と な り 、 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値 Δ T1,Δ T2の 値 は
同 じ 値 を 保 持 す る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 た だ し 、 要 求 駆 動 力 Fdrvの 変 化 が 小 さ く 、 出 力 要 素 回 り の 回 転 モ ー メ ン ト が 小 さ い と き
に は 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1が 正 常 で あ っ て も 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値 Δ T1,Δ T2が 同 じ
値 を 保 持 す る こ と が あ る た め 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に お い て 、 共 線 図 上 の レ バ ー を 出 力 を 中 心 と
し て 回 そ う と し て い る レ バ ー モ ー メ ン ト Δ Ｍ を 算 出 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に お い て 、 レ バ ー モ
ー メ ン ト 絶 対 値 ｜ Δ Ｍ ｜ が 、 予 め 設 定 さ れ た 閾 値 Kiよ り 大 き い か ど う か を 判 断 し 、 ｜ Δ Ｍ
｜ >Kiと い う 条 件 を 付 加 す る こ と で 、 確 実 に フ リ ク シ ョ ン 部 位 の 発 生 に よ る フ ェ イ ル を 検
知 し て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ か ら ス テ ッ プ Ｓ ５ へ 進 む フ ェ イ ル 検 知 状 態 に お い て は 、 過 渡 分 モ ー タ ト ル
ク 指 令 値 Δ T1_ref,Δ T2_refに よ り 算 出 さ れ た レ バ ー モ ー メ ン ト Δ Ｍ と 、 モ ー タ パ ワ ー の
バ ラ ン ス 式 を 用 い て 、 フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 を 特 定 す る 。
つ ま り 、 過 渡 分 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 Δ T1_refと 過 渡 分 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 Δ T2_refの 符 号
の 向 き か ら 出 力 回 転 要 素 を 中 心 に 共 線 図 上 の レ バ ー を ど ち ら に 回 そ う と し て い る か を 判 断
で き る 。 Δ Ｍ <０ で あ り 、 右 側 に 回 そ う と し て る 場 合 に は 、 ロ ー ブ レ ー キ LBと 第 ２ モ ー タ
ジ ェ ネ レ ー タ MG2と の 何 れ か が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 で あ り 、 左 側 に 回 そ う と し て い る 場
合 に は 、 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECと 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と の 何 れ か が フ リ ク シ ョ ン 発
生 部 位 で あ る と い う こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 第 ２ モ ー タ ジ
ェ ネ レ ー タ MG2の フ ェ イ ル に つ い て は 、 モ ー タ 回 転 数 や 電 流 値 や 電 圧 値 を 用 い た モ ー タ パ
ワ ー の バ ラ ン ス 式 に よ り 判 別 可 能 で あ る こ と か ら 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ か ら ス テ ッ プ Ｓ ６ → ス テ
ッ プ Ｓ ８ へ 進 む こ と で 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 で あ る と 判 別
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ か ら ス テ ッ プ Ｓ ６ → ス テ ッ プ Ｓ ７ へ 進 む こ と で エ ン ジ ン ク ラ ッ チ EC
が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 で あ る と 判 別 す る こ と が で き る し 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ か ら ス テ ッ プ Ｓ
９ → ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 進 む こ と で ロ ー ブ レ ー キ LBが フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 で あ る と 判 別 す
る こ と が で き る し 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ か ら ス テ ッ プ Ｓ ９ → ス テ ッ プ Ｓ １ １ へ 進 む こ と で 第 ２ モ
ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2が フ リ ク シ ョ ン 発 生 部 位 で あ る と 判 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に 、 共 線 図 上 の レ バ ー に 連 結 さ れ て い る 両 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2と エ ン
ジ ン ク ラ ッ チ ECと ロ ー ブ レ ー キ LBの う ち 何 れ か が フ ェ イ ル に な っ て い る と 、 モ ー タ ト ル ク
指 令 値 と 各 要 素 回 転 数 か ら 算 出 さ れ る ト ル ク バ ラ ン ス が 分 か る の で 、 ト ル ク バ ラ ン ス が 成
り 立 た な い 場 合 に は 、 両 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2と エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECと ロ ー ブ レ ー
キ LBの う ち 何 れ か が フ ェ イ ル に な っ て い る こ と を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 フ ェ ー ル 発 生 部 位 の フ リ ク シ ョ ン 量 を 、 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 T1f,T2fと 要 求 駆 動
力 Fdrvを 満 た す た め の 定 常 分 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 T1_ref,T2_refを 比 較 す る こ と に よ り 、
定 量 的 に 把 握 で き る の で 、 フ リ ク シ ョ ン 量 を 補 正 し 駆 動 力 を 出 す こ と が 可 能 と な り 、 フ リ
ク シ ョ ン 量 を 補 正 し 駆 動 力 を 出 し た 場 合 に は 駆 動 力 品 質 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 さ ら に 、 実 施 例 １ で は 、 現 有 セ ン サ の み で フ ェ イ ル 判 定 す る ロ ジ ッ ク を 採 用 し た た め 、
フ ェ イ ル 検 知 の た め に 新 た な セ ン サ を 準 備 す る 必 要 が 無 く 、 コ ス ト 及 び レ イ ア ウ ト 性 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 効 果 を 説 明 す る 。
実 施 例 １ の ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 に あ っ て は 、 下 記 に 列 挙 す る 効 果 を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 (1) 少 な く と も エ ン ジ ン と モ ー タ を 含 む 動 力 源 と 出 力 部 材 と を そ れ ぞ れ 異 な る 回 転 要 素
へ 連 結 し た ２ 自 由 度 の 差 動 装 置 を 備 え 、 各 回 転 要 素 の 回 転 数 関 係 が 共 線 図 上 の レ バ ー に よ
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り 規 定 さ れ る ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム に お い て 、 前 記 共 線 図 上 の レ バ ー を 安 定 さ せ る ト ル ク
バ ラ ン ス が 成 り 立 た な い 場 合 、 前 記 差 動 装 置 へ の 連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る フ
ェ イ ル 検 知 手 段 を 設 け た た め 、 選 択 さ れ て い る 走 行 モ ー ド の 種 類 に か か わ ら ず 、 差 動 装 置
に 連 結 さ れ る 連 結 要 素 の フ ェ イ ル を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 (2) 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 共 線 図 上 の レ バ ー を 過 渡 的 に 動 か す 要 求 駆 動 力 の 変 更 が
あ っ た に も か か わ ら ず 、 要 求 駆 動 力 の 変 更 前 後 に て 算 出 さ れ る 動 力 源 へ の 過 渡 分 ト ル ク 指
令 値 が 同 じ 値 を 保 持 し て い る 場 合 、 前 記 差 動 装 置 へ の 連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す
る た め 、 正 常 時 で あ れ ば 共 線 図 上 の レ バ ー 位 置 が 移 動 す る 要 求 駆 動 力 の 変 更 前 後 に て 精 度
良 く 差 動 装 置 に 連 結 さ れ る 連 結 要 素 の フ ェ イ ル を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 (3) 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 動 力 源 へ の 過 渡 分 ト ル ク 指 令 値 が 要 求 駆 動 力 の 変 更 前 後
に て 同 じ 値 を 保 持 し て い る 場 合 で 、 か つ 、 出 力 部 材 が 連 結 さ れ る 回 転 要 素 を 中 心 と し て 共
線 図 上 の レ バ ー を 回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト が 要 求 駆 動 力 の 変 更 後 に 閾 値 以 上 で あ る 場
合 、 前 記 差 動 装 置 へ の 連 結 要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る た め 、 共 線 図 上 の レ バ ー を 回
そ う と し て い る モ ー メ ン ト が 小 さ い 場 合 に フ ェ イ ル 誤 検 知 を 防 止 し 、 確 実 に フ リ ク シ ョ ン
部 位 の 発 生 に よ る フ ェ イ ル を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 (4) 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 前 記 差 動 装 置 へ の 連 結 要 素 の 何 れ か が フ ェ イ ル で あ る と
検 知 し た 場 合 、 出 力 部 材 が 連 結 さ れ る 回 転 要 素 を 中 心 と し て 共 線 図 上 の レ バ ー を 回 そ う と
し て い る モ ー メ ン ト の 方 向 を 判 断 し 、 レ バ ー を 回 そ う と し て い る 方 向 の 回 転 要 素 へ の 連 結
要 素 が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る た め 、 複 数 の 連 結 要 素 の う ち フ ェ イ ル し た 連 結 要 素 を 絞
り 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 (5) 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 フ ェ イ ル 発 生 部 位 を 特 定 し た 場 合 、 要 求 駆 動 力 の 変 更 後
に お け る モ ー タ ト ル ク 指 令 値 T1f,T2fと 要 求 駆 動 力 Fdrvを 満 た す た め の 定 常 分 モ ー タ ト ル
ク 指 令 値 T1_ref,T2_refを 比 較 す る こ と に よ り 、 定 量 的 に フ リ ク シ ョ ン 発 生 量 を 把 握 す る
た め 、 フ リ ク シ ョ ン 量 を 補 正 し 駆 動 力 を 出 す こ と が 可 能 と な り 、 フ リ ク シ ョ ン 量 を 補 正 し
駆 動 力 を 出 し た 場 合 に は 駆 動 力 品 質 を 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 (6) 前 記 差 動 装 置 は 、 共 線 図 上 に ４ つ 以 上 の 回 転 要 素 が 配 列 さ れ 、 各 回 転 要 素 の う ち の
内 側 に 配 列 さ れ る ２ つ の 回 転 要 素 の 一 方 に エ ン ジ ン か ら の 入 力 を 、 他 方 に 駆 動 系 統 へ の 出
力 ギ ア OGを そ れ ぞ れ 割 り 当 て る と 共 に 、 前 記 内 側 の 回 転 要 素 の 両 外 側 に 配 列 さ れ る ２ つ の
回 転 要 素 に そ れ ぞ れ 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2と を 連 結 し
た ラ ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 列 PGRで あ り 、 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 モ ー タ ト ル ク 指 令 値 と
各 要 素 回 転 数 の み に 基 づ き 、 両 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2の う ち 少 な く と も 一 方 を 動 力
源 と す る EVモ ー ド 中 に 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1ま た は 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の フ
ェ イ ル を 検 知 す る た め 、 フ ェ イ ル 検 知 の た め に 新 た な セ ン サ を 準 備 す る 必 要 が 無 く 、 コ ス
ト 及 び レ イ ア ウ ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 (7) 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ M
G2の う ち 少 な く と も 一 方 を 動 力 源 と す る EVモ ー ド 中 に フ ェ イ ル が 検 知 さ れ た 場 合 、 出 力 ギ
ア OGに 連 結 さ れ る 回 転 要 素 を 中 心 と し て 共 線 図 上 の レ バ ー を 回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト
方 向 に 存 在 し 、 か つ 、 モ ー タ パ ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 成 立 し な い 場 合 、 共 線 図 上 の レ バ ー を
回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト 方 向 の 回 転 要 素 に 連 結 さ れ る 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1ま
た は 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2が フ ェ イ ル で あ る と 検 知 す る た め 、 共 線 図 の レ バ ー 上 に
連 結 さ れ る 各 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2の う ち 何 れ か を 特 定 し て フ ェ イ ル 検 知 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 (8) 前 記 差 動 装 置 は 、 共 線 図 上 で 出 力 部 材 を 挟 ん で エ ン ジ ン Ｅ と は 反 対 位 置 で あ っ て 、
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第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2と は 異 な る 位 置 の 回 転 要 素 に ロ ー ブ レ ー キ LBを 連 結 し 、 エ ン
ジ ン Ｅ が 連 結 さ れ る 回 転 要 素 に エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECを 連 結 し 、 前 記 フ ェ イ ル 検 知 手 段 は 、
第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の う ち 少 な く と も 一 方 を 動 力 源
と す る EVモ ー ド 中 に フ ェ イ ル が 検 知 さ れ た 場 合 、 出 力 ギ ア OGが 連 結 さ れ る 回 転 要 素 を 中 心
と し て 共 線 図 上 の レ バ ー を 回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト の 方 向 に 存 在 し 、 か つ 、 モ ー タ パ
ワ ー の バ ラ ン ス 式 が 成 立 す る 場 合 、 共 線 図 上 の レ バ ー を 回 そ う と し て い る モ ー メ ン ト 方 向
の 回 転 要 素 に 連 結 さ れ る エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECま た は ロ ー ブ レ ー キ LBが フ ェ イ ル で あ る と 検
知 す る た め 、 フ ェ イ ル し た 連 結 要 素 の う ち 、 共 線 図 の レ バ ー 上 に 連 結 さ れ る エ ン ジ ン ク ラ
ッ チ ECま た は ロ ー ブ レ ー キ LBを 特 定 し て 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の ハ イ ブ リ ッ ド シ ス テ ム の フ ェ イ ル 検 知 装 置 を 実 施 例 １ に 基 づ き 説 明 し て
き た が 、 具 体 的 な 構 成 に つ い て は 、 こ の 実 施 例 １ に 限 ら れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範
囲 の 各 請 求 項 に 係 る 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 限 り 、 設 計 の 変 更 や 追 加 等 は 許 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 実 施 例 １ で は 、 「 EVモ ー ド 」 で フ ェ イ ル 検 知 処 理 す る 例 を 示 し た が 、 ト ル ク バ ラ ン ス を
成 り 立 た せ て 共 線 図 上 の レ バ ー を 安 定 さ せ て い る 他 の 走 行 モ ー ド に お い て も 、 ト ル ク バ ラ
ン ス の 不 成 立 を 判 別 す る こ と に よ り 、 差 動 装 置 に 連 結 さ れ る 連 結 要 素 の フ ェ イ ル を 検 知 す
る よ う に し て も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 実 施 例 １ で は 、 差 動 装 置 と エ ン ジ ン ク ラ ッ チ と ロ ー ブ レ ー キ と を 備 え た ハ イ ブ リ ッ ド シ
ス テ ム の 例 を 示 し た が 、 摩 擦 締 結 要 素 の 数 を 増 し た ４ 以 上 の 走 行 モ ー ド を 持 つ ハ イ ブ リ ッ
ド シ ス テ ム に も 適 用 で き る し 、 ま た 、 差 動 装 置 と し て は 、 ラ ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 列 に よ る
差 動 装 置 以 外 に も 、 少 な く と も エ ン ジ ン と モ ー タ を 含 む 動 力 源 と 出 力 部 材 と を そ れ ぞ れ 異
な る 回 転 要 素 へ 連 結 し た ２ 自 由 度 の 差 動 装 置 を 備 え た も の で あ れ ば 、 例 え ば 、 単 純 遊 星 歯
車 列 を 複 数 備 え た 差 動 装 置 等 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ８ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の フ ェ イ ル 検 知 装 置 が 適 用 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 を 示 す 全 体 シ ス テ ム 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の フ ェ イ ル 検 知 装 置 が 適 用 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 に 採 用 さ れ た ラ ビ ニ ョ
ウ 型 遊 星 歯 車 列 に よ る 各 走 行 モ ー ド を あ ら わ す 共 線 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 例 １ の フ ェ イ ル 検 知 装 置 が 適 用 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 で の 走 行 モ ー ド マ ッ プ
の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ の フ ェ イ ル 検 知 装 置 が 適 用 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 車 で の ４ つ の 走 行 モ ー ド
間 に お け る モ ー ド 遷 移 経 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 １ の 統 合 コ ン ト ロ ー ラ に お い て 実 行 さ れ る 「 EVモ ー ド 」 ま た は 「 EV-LBモ
ー ド 」 で の 走 行 時 に お け る フ ェ イ ル 検 知 処 理 の 流 れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 変 速 比 １ で の 共 線 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
Ｅ 　 エ ン ジ ン
MG1　 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ （ 連 結 要 素 ）
MG2　 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ （ 連 結 要 素 ）
OG　 出 力 ギ ヤ （ 出 力 部 材 ）
TM　 駆 動 力 合 成 変 速 機
PGR　 ラ ビ ニ ョ ウ 型 遊 星 歯 車 列 （ 差 動 装 置 ）
EC　 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ （ 連 結 要 素 ）
LB　 ロ ー ブ レ ー キ （ 連 結 要 素 ）
１ 　 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ
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２ 　 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ
３ 　 イ ン バ ー タ
４ 　 バ ッ テ リ
５ 　 油 圧 制 御 装 置
６ 　 統 合 コ ン ト ロ ー ラ
７ 　 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ
８ 　 車 速 セ ン サ
９ 　 エ ン ジ ン 回 転 数 セ ン サ
１ ０ 　 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ
１ １ 　 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ
１ ２ 　 第 ２ リ ン グ ギ ヤ 回 転 数 セ ン サ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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